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１Ｊ０５ 

ネットワーク分析によるプロジェクトマネジメントの可視化の試み 

 

○大島直樹（山口大学） 

 

 

 

1． はじめに 
グラフ理論に基づいたネットワーク分析手法をプロジェクトマネジメントにおけるプロセスフロー分析に適用するこ

とによって、プロジェクトにおけるマネジメントの状態を可視化することが可能になる。 

本研究では、ネットワーク分析手法を用いて、並列経路による複雑なアクティビティ順序関係をもつプロジェクト

のクリティカルタスクの抽出、進捗会議おけるコミュニケーション・チャネルの可視化を試みた結果について報告

する。 

 

2． 目的 
プロジェクトマネジメントにおける「組織行動」や「意思伝達」などのマネジメント要素は，コミュ

ニケーションマネジメントの対象として知識や知見が体系化されている．コミュニケーションというと

いう目に見えない「現象」を「マネジメント」する際に求められる能力は，プロジェクトマネジャーや

チームメンバーの個人的な資質（コンピテンシー）によると説明されている[1]．  
一般にコンピテンシーは暗黙的な能力であって，形式知化することが難しいとされている．グラフ理

論に基づいた社会科学分析手法の一つであるネットワーク分析を用いることで，プロジェクト会議にお

けるコミュニケーション経路の構造を分析が可能となる[2]．そこで，本研究では，著者が実際に指揮し

たプロジェクトの全体会議おける情報伝達プロセスを対象にして分析を行った．プロジェクト管理にお

ける意志決定および合意形成プロセスにおけるコミュニケーションマネジメントの効果を，チームメン

バーを取り囲むプロジェクトの連帯関係に着目して分析し，コミュニケーションのチャネルやルートを

可視化するとともに，コミュニケーションの偏りや集中を可視化することを試みる．  
 
3． ネットワーク分析の対象となるプロジェクト事例 
3.1 分析対象プロジェクト 

 

図 1 放送システム構成の概要 
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著者が実際に経験した放送システム構築プロジェクトを対象とする． 
今回の放送システムは当社（F 社）が開発しテレビ局 Y 社に納入するものであり，機能別に 4 つのサ

ブシステムから構成される．（図 1） 
本プロジェクトは，サブシステム毎にサブプロジェクトを立ち上げ，テスト工程で統合ならびにテス

トを行うスケジュールとしていた．本研究では，このプロジェクトのスコープ定義プロセスにおける進

捗会議を分析対象とする． 
 

3.2 プロジェクトにおける会議のネットワーク構造分析 
3.2.1 プロジェクトチームの構成 

プロジェクトの構成メンバーは，F 社が 39 名，Y 社が 16 名の 55 名で構成される．サブプロジェクト

ごとの F 社と Y 社の担当者の，『進捗会議』および『仕様打ち合わせ会議』毎の参加状況を表 1 に示す．

『F 社の担当グループ内打ち合わせ会議』のどの会議に参加しているかを表 1 に示す．また，F 社にお

ける社内会議の参加状況について，表 2 に示す． 

 

表 1 担当者の会議参加状況 

会議名 範囲  Y 社 F 社 

全体 

会議 

業務 

（A-D） 

Y1，Y2，YA-1，YA-2，

YB-1，Y3，YC-1，

YD-1 

F1，FA-1，FA-2，

FB-1 ， FC-1 ，

FD-1 

仕様打ち

合わせ 

業務 

(A) 

YA-1，YA-2，YA-3，

YA-4，YA-5，YA-6，

Y1，Y2 

FA-1 ， FA-2 ，

FA-3 

業務 

(B) 
YB-1，YB-2 

FB-1 ， FB-2 ，

FB-3 

業務 

(C) 
YC-1，YC-2 

FC-1 ， FC-2 ，

FC-3 

業務 

(D) 

YD-1，YD-2，YD-3，

YD-4 

FD-1 ， FD-2 ，

FD-3 ， FD-4 ，

FD-5 ， FD-6 ，

FD-7 

 
表２ F 社における会議と参加者 

ベンダー社内会議 （F 社） 

グループリーダー会議 F1，FA-1，FA-2，FB-1，FC-1，FD-1 

F 社  

グ ル ー プ

内打ち合

わせ 

業務(A)
FA-2 ， FA-3 ， FA-4 ， FA-5 ， FA-6 ，

FA-7，FA-8，F A-9 

業務(B) FB-1，FB-2，FB-3，FB-4 

業務(C)
FC-1 ， FC-2 ， FC-3 ， FC-4 ， FC-5 ，

FC-6，FC-7，FC-8，FC-9 

業務(D)
FD-1 ， FD-2 ， FD-3 ， FD-4 ， FD-5 ，

FD-6，FD-7，FD-8，FD-9，FD-10 

共通 FE-1，FE-2，FE-3，FE-4，FE-5，FE-6

 

 
3.2.2 分析事象 
今回，スコープ定義工程の場面で行った「会議の名称変更」という施策について，施策前，施策後の

コミュニケーションのチャネル，ルートを分析する． 
本プロジェクトの初期の段階では，双方の担当グループリーダーが全員参加する全体会議は，サブプ

ロジェクトごとの進捗を報告する進捗報告会議として位置づけられていた．本システムを構成する４つ

のサブシステムは，相互に複雑な依存関係があるため，ひとつのサブシステムにおける仕様の詳細定義
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や変更は，サブシステム間の擦り合わせならびに情報共有を必要とする． 
全体会議では，サブシステムごとの要件定義の進捗について報告し，サブプロジェクト間の情報共有

を図ることを目的の一つとしていた．しかしながら，サブプロジェクト毎の進捗報告という形では，サ

ブシステム間の要件の擦り合わせが容易ではなかった．そこで，サブプロジェクト間の情報共有を促進

するために，進捗会議の名称を変更管理委員会と改め，同時に変更点のレビューが読みやすくなるよう

に報告書の書式を改めた．この操作によって，会議における情報共有の程度が格段に向上した． 
この会議名称の前後における情報の伝搬について，ネットワーク分析を行った．会議の名称を改める

前の段階を改名前会議，改めた後を改名後会議と呼ぶことにする．会議における情報の伝搬について，

改名前会議では参加者は発言を聴いているものの必ずしもその内容の確認までは行っていなかったと

仮定する．その場合，グラフは発言者から参加者への一方向の矢印で表されるものとする．一方，改名

後会議では，進捗報告と変更報告について承認を行う．そのため，参加者は報告者の発言内容を確認し，

自らのサブシステムとの整合性が保たれているかという点について検討をしていると仮定する．この場

合，報告者と参加者の間には，双方向の情報伝搬が行われたとして両向き矢印で結ぶことができる． 
これの操作によって，会議ごとの参加者リストから報告者と会議の参加者との間に情報を共有する関

係に対する隣接行列を求めることができる[3]．参加者をノードで表し，参加者間の情報伝達を矢印で表

す． 
名称変更前の進捗会議のノード間のグラフ（会議にプロジェクトメンバー間の情報認識）は，片側矢

印で記述することになる．これはネットワーク分析における無向グラフに他ならない．会議の名称を変

更管理委員会（CCB）とした後では，ノード間の情報伝達を両側矢印で結ぶことになるので，無向グラ

フによる記述となる． 
 

3.2.3 分析結果 
 

 
 

図 2 改名前会議（進捗会議）の情報伝達経路

に相当するネットワーク図を示す． 

  

 

 

図 3 改名後会議（変更管理会議）の情報伝達

経路に相当するネットワーク図を示す．  
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以上の分析から求めた隣接行列を基にして得られる改名前会議の情報伝達経路を示すネットワーク

図を図 2，改名後会議のネットワーク図を図 3 に示す．ネットワーク図の作成は，データ解析ソフト R

および sna パッケージを用いた[4]． 

 
4．まとめ 
プロジェクトの進捗会議の形態を変更管理会議に変えたことによるコミュニケーション・ルートの変

化の様子について、コミュニケーション・チャネルをネットワーク分析手法により可視化することがで

きた。本研究の結果から、ネットワーク分析手法はプロジェクトマネジャーの暗黙的な知見を形式知化

するツールとして有効であると見通しを得た． 
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